
「

名 船 発 掘 く汽船〉

(主要目〉貨客船、大阪商船所属、2″347総トン、主機三連成

レンプロ 1基、出力2′626馬力、最高速力 48ノ ット、

旅客定員27人 、1907年川崎造船所建造

日本と欧州を結しきミ幹線航路、
敦賀～ウラジオス トク直航便で活躍

ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
が
今
年

か
ら
開
放

ソ
連
の
極
東
最
大
の
都
市
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
が
、

今
年

一
月
か
ら
外
国
人
に
開
放
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
共

和
国
の
エ
リ
ツ
ィ
ン
大
統
領
は
昨
年
秋
、
「外
国
人
の

居
住
を
許
可
し
、　
一
九
九
二
年

一
月

一
日
か
ら
ウ
ラ

ジ
オ
ス
ト
ク
港
を
外
国
船
に
開
港
す
る
」
と
の
大
統

領
令
に
署
名
、
同
市
の
開
放
が
決
ま
っ
た
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
は
、
冬
も
使
え
る
不
凍
港
で
あ

る
う
え
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
が
あ
る

た
め
、
帝
政
ロ
シ
ア
時
代
以
来
、
太
平
洋
側
の
最
重

要
拠
点
と
な
っ
て
い
た
。
日
本
で
は
略
し
て
ウ
ラ
ジ

オ

（浦
塩
）
と
い
っ
た
り
す
る
が
、
地
名
の
意
味
は

「
ウ
ラ
ー
ジ

（征
服
せ
よ
ご

「
ウ
ォ
ス
ト
ク

（東
方

を
ご
で
あ
る
。
東
方
進
出
の
拠
点
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

ヘ
の
帝
政
ロ
シ
ア
の
期
待
と
執
念
が
、
こ
の
命
名
に

も
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
同
港
に
は
ソ
連
大

平
洋
艦
隊
指
令
部
が
あ
り
、
外
国
人
の
居
住
、
観
光

な
ど
は
、
こ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て
い
た
。

ソ
連
は
、
こ
の
た
び
の
開
放
を
契
機
に
、
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
を
今
年
中
に
経
済
特
区
に
指
定
し
、
外
資

を
積
極
的
に
導
入
す
る
構
想
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

経
済
特
区
と
す
る
の
は
、
軍
港
と
し
て
の
機
密
保
持

よ
り
経
済
開
発
を
優
先
し
よ
う
と
す
る
ソ
連
の
姿
勢

の
表
れ
と
見
ら
れ
て
お
り
、
商
業
都
市

へ
向
け
て
の

現
地
の
期
待
も
強
い
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
た
び
の
開
放
に
先
立

っ
て
、
昨
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年
六
月
、
商
船
三
井
客
船
の
ク
ル
ー
ズ
客
船

「
に
っ

ぽ
ん
丸
」
が
、
日
本
の
客
船
と
し
て
は
戦
後
初
め
て

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
に
寄
港
し
た
。
業
中
堅
商
社
主
催

の
研
修
ク
ル
ー
ズ
に
、
販
売
代
理
店
の
青
年
幹
部
な

ど
総
勢
三
百
六
十
人
余
り
が
参
加
し
た
も
の
で
、
入

港
に
際
し
て
は
、
同
市
主
催
の
盛
大
な
歓
迎
会
が
開

催
さ
れ
た
ほ
か
、
在
泊
中
、
日
ソ
着
手
経
営
障
に
よ

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
交
流
会
が
船
上
で
行
わ
れ
た
。

日
本
客
船
に
よ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
航
路
は
、
戦

前
は
北
日
本
汽
船
が
運
航
し
て
い
た
。
終
戦
後
、
多

数
の
復
員
軍
人
が
ソ
連
か
ら
帰
国
し
た
が
、
出
航
地

は
ナ
ホ
ト
カ
で
あ
っ
た
た
め
、
昨
年
夏
の

「
に
っ
ぽ

ん
丸
」
の
訪
問
は
、
日
本
客
船
と
し
て
は
実
に
半
世

紀
ぶ
り
の
同
港
寄
港
だ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

欧
州

へ
の
近
道
だ

っ
た
ウ
ラ
ジ
オ
直
航
便

日
本
海
を
横
切

っ
て
日
本
と
同
港
を
結
ぶ
本
格
的

な
定
期
旅
客
航
路
が
開
設
さ
れ
た
の
は
、
日
露
戦
争

後
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
よ
り
先
、　
一
九
〇
二

（明
治
三
十
五
）
年
に
、

欧
州
と
ア
ジ
ア
を
直
結
す
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
が
開
通
。

日
露
戦
争
後
、
こ
の
鉄
道
を
利
用
し
て
来
日
す
る
外

国
人
旅
行
客
が
増
加
し
た
。
帝
政
ロ
シ
ア
は
こ
れ
に

対
応
す
る
た
め
、
敦
賀
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
間
に
ロ

シ
ア
義
勇
艦
隊
の
客
船
を
就
航
さ
せ
、
シ
ベ
リ
ア
鉄

道
お
よ
び
東
清
鉄
道
と
、
旅
客
の
手
荷
物
の
船
車
連

絡
を
行

っ
て
営
業
力
を
強
化
し
た
。

か
ね
て
か
ら
日
本

・
ロ
シ
ア
間
の
貨
客
輸
送
の
重

要
性
に
着
目
し
て
い
た
大
阪
商
船
は
、
こ
の
機
を
逃

が
さ
ず
、　
一
九
〇
七

（明
治
四
十
）
年
に
、
逓
信
省

の
命
令
航
路
と
し
て
敦
賀
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
直
行

線
を
開
設
し
、
新
造
貨
客
船

「風
山
丸
」
を
投
入
、

ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
当
時
の
旅

行
案
内
を
見
る
と
、
同
船
は
毎
週

一
回
、
夕
方
五
時

に
敦
賀
を
出
航
、
中

一
日
は
さ
ん
で
翌
々
日
の
年
前

十
時
に
ウ
ラ
ジ
オ
に
到
着
し
て
い
る
。
所
要
時
間
は

約
四
十
時
間
。
帰
航
便
も
同
様
に
週

一
回
で
、
正
午

に
ウ
ラ
ジ
オ
を
出
航
、
翌
々
日
の
午
前
六
時
に
敦
賀

に
帰
港
し
た
。

「鳳
山
丸
」
は
、
造
船
奨
励
法
の
助
成
を
受
け
、
神

戸
の
川
崎
造
船
所
で
建
造
さ
れ
た
貨
客
船
で
あ
る
。

公
試
運
転
で
最
高
速
力
十
四

・
八
ノ
ッ
ト
を
記
録
し

て
い
る
が
、
明
治
末
年
の
船
と
し
て
は
快
速
船
の
部

類
に
入
る
だ
ろ
う
。

前
年
に
同
じ
川
崎
造
船
所
で
竣
工
し
た
「開
域
丸
」

の
拡
大
型
で
あ
り
、
姉
妹
船
に

「嘉
義
丸
」
が
あ
っ

た
。
鳳
山
も
嘉
義
も
台
湾
南
部
の
知
名
だ
が
、
と
く

に
台
湾
航
路
専
用
に
建
造
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
の
時
期
、
大
阪
商
船
の
中
堅
社
船
の
大
部
分
が
そ

う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
複
数
の
近
海
航
路
に
就
航
で

き
る
汎
用
貨
客
船
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

開
業
当
初
、
ラ
イ
バ
ル
の
ロ
シ
ア
客
船
は
鉄
道
と

タ
イ
ア
ツ
プ
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
で
船
車
連
絡
を
行

っ
た

が
、
大
阪
商
船
の
方
は
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
外

さ
れ
た
た
め
、集
客
上
ひ
じ
ょ
う
に
不
利
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
、
政
府
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
側
に
打
診
し
、　
ロ

シ
ア
側

（鉄
道
、
義
勇
艦
隊
）
と
日
本
側

（大
阪
商

船
、
日
本
国
有
鉄
道
、
満
鉄
）
の
会
議
が
、
ペ
テ
ル

ブ
ル
グ
で
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
結
果
、
双
方
が
敦
賀
と
ウ
ラ
ジ
オ
を
接
続
地

と
す
る
船
車
連
絡
を
行
う
こ
と
で
合
意
。
大
正
の
初

め
ま
で
に
は
、
日
本
と
満
州

・
シ
ベ
リ
ア
、
さ
ら
に

は
日
本
と
欧
州
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
ぶ
貨
客
連
絡
輸

送
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
う
し
て

「鳳
山
丸
」
に
よ
る

敦
賀
～
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
直
航
線
は
、
欧
州

へ
の
近

道
と
し
て
重
宝
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
航
路
の
最
盛
期
は
第

一
次
大
戦
の
こ
ろ
で
あ

る
。
欧
州
へ
の
軍
事
品
、
日
用
品
の
輸
送
で
振
わ
い
、

臨
時
船
を
二
隻
差
し
立
て
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
年
間

の
旅
客
輸
送
数

一
万
三
千
五
百
人

（
一
九

一
八
年
）、

貨
物
輸
送
量
十
三
万
三
千
三
百
ト
ン
（
一
九

一
七
年
）

と
い
う
数
字
が
、
ピ
ー
ク
時
の
記
録
で
あ
る
。

そ
の
後
、　
ロ
シ
ア
の
社
会
不
安
の
た
め
、
貨
客
数

が
漸
減
。
昭
和
に
入
っ
て
、
こ
の
航
路
は
北
日
本
汽

船
に
設
渡
さ
れ
た
。
撒
退
し
た

「鳳
山
丸
」
は
、
基

隆
～
香
港
航
路
に
転
じ
、
次
い
で
太
平
洋
戦
争
前
に

は
南
日
本
汽
船
に
売
却
さ
れ
、
同
じ
台
湾
海
峡
の
航

路
に
就
航
。
太
平
洋
戦
争
中
も
こ
の
水
域
で
稼
働
し

て
い
た
が
、
戦
争
末
期
の
一
九
四
四

（昭
和
十
九
）

年
十

一
月
、
台
湾
の
東
方
海
上
で
米
国
潜
水
艦
の
雷

撃
を
受
け
沈
没
し
た
。
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